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研究成果の概要（和文）：首都圏高速道路はそれまでバラバラであった料率を平成28年より対距離制へ移行し
た。それに伴い、環状道路に交通がシフトし首都高の混雑は緩和した。
今後、短期的に導入すべき混雑料金としては、一定速度を保証する「定期見直型混雑料金」が、技術的に難しく
なく推奨できる仕組みで、シミュレーション分析によっても社会的余剰を増加させることがわかった。長期的に
導入を検討すべき「ダイナミック・ロードプライシング」は、区間別に望ましい対距離料金を計算できたとして
も、同料金を道路利用者に周知させ、経路変更を促す仕組みを作ることが難しいと思われる。

研究成果の概要（英文）：This study evaluates pricing policies in the Tokyo Metropolitan Area,In 
2016, distance-based toll system was introduced which improved congestion in the Tokyo Metropolitan 
Area by shifting traffic to the outer ring road. ‘Periodically rivised toll system’to guarantee a 
certain travel speed seems suitable for short-term solution, maximizing social surplus. ‘Dynamic 
road pricing’is expected to be long-term solution, but it proves difficult to inform road users of 
optimal prices of each road in order to change the route to the destination.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
混雑料金はミクロ経済学の枠組みで定性的に効率的な施策と主張されてきた。しかし、現実の道路ネットワーク
において、混雑に応じて設定した料金の効果を検証しなければ説得力をもって施策提案はできない。本研究にお
いて、首都圏高速道路において「定期見直し型混雑料金」を評価できたことは学術的にも政策論としても意義深
いと思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
自動車燃料税や道路利用料金（高速道路料金など）は、「価格」の役割を果たしており、短期
的に道路交通需要を管理する機能と、長期的に道路整備財源を確保する機能を備えている。前
者に関しては限界費用価格形成として理論的整理がなされ、高速道路料金割引実験などを通じ
て需要に与える影響についても知見が積みあがってきた。しかし現実には、首都高と NEXCO 
における異なった料金体系、道路ネットワーク形成の経緯から路線ごとに異なる対距離料金単
価、不自然な形で残る均一料金区間などが、利用者のルート選択に悪影響を与えており、一部
では渋滞の原因ともなっている。 
 
２． 研究の目的 
本研究は、欧米の道路料金施策と交通需要マネジメント施策をサーベイするとともに、首都
圏高速道路料金体系の問題点を明確化し、代替的な料金体系を利用者便益と料金収入等からな
る社会的余剰を用いて評価することを通じて、望ましい料金のあり方を提案することを目的と
している。 
 
３．研究の方法 
１．研究枠組の構築 
1－1 課金理論の整理  課金理論の整理にあたっては、(1)道路利用者の受益・負担の理論的
整理、(2)道路利用に伴う外部費用の整理、(3)道路料金徴収が消費者便益、事業者収入に与え
る理論的、現実的影響の確認、の 3点に関する検討を行う。 
1－2 首都圏の高速道路料金に関する現状と課題の整理  首都圏の高速道路に関する過去か
ら現在の料金施策・道路ネットワーク・交通需要を再確認し、以降のモデル分析で扱うべき問
題点を整理する。平成 28年度の料金体系改訂後も、引き続き料金の見直しが検討されるが、本
研究では、中期的に混雑料金の導入も想定した課題を整理する。 
1－3 評価する政策ケースの設定  混雑料金の理論は、交通経済学の分野で開発され現実の交
通政策に役立っている理論の一つである。ネットワークが複雑な首都圏の高速道路において、
これらの施策を単純に導入することは難しいが、将来的な道路ネットワークとその時点で予測
される交通需要を考慮に入れつつ首都圏での混雑料金の段階的な導入方法について検討する。 
2．社会的余剰の導出 
2－1 平成 28 年度新料金導入効果の検証  既存の交通量データを用いた道路利用者の需要関
数の同定と混雑回避行動の検証 
2－2 ターミナルチャージの徴収方法変更に関する分析 
2－3 対距離単価均一化に関する分析 ケース 1：10年前の道路ネットワーク（貧弱）、且つ現
状同様に事業者ごとに料金体系が異なる。ケース 2：現在の道路ネットワーク且つ、料金体系
一体化（平成 28 年度）前。ケース 3：現在の道路ネットワーク且つ、料金体系一体化（平成 28
年度）後。ケース 4：＋最適混雑料金を追加導入した場合。 
 
４．研究成果 
首都圏の高速道路（首都高速道路㈱と NEXIO 東日本・中日本が管理する高速道路）は、それ
までバラバラであった料率を平成 28年 4月より対距離制料金へ移行した。それに伴い、料金が
安くなった圏央道へ交通がシフトし、首都高の混雑は一定程度緩和した。 
短期的に導入すべき混雑料金としては、シンガポールで導入されている一定走行速度を保証
する「定期見直し型混雑課金」が、技術的にも難しくなく推奨できる仕組みと思われる。シミ
ュレーション分析によれば、同混雑課金により社会的余剰（道路利用益の時間短縮便益などの
消費者余剰と道路会社の料金収入の生産者余剰の合計）を大きくできることが明らかになった。 
長期的に導入を検討すべき混雑料金として、アメリカの高速道路の多人数乗車専用レーンで
導入されている「ダイナミック・ロードプライシング」を分析した。その結果、複雑な首都圏
の高速道路ネットワークにおいて区間別に望ましい対距離料金を計算できたとしても、同料金
を道路利用者に周知させ、経路変更を促す仕組みを作ることが難しいことがわかった。 
なお、料金制度を変えるためには首都高、NEXCO 東・中だけでなく、高速道路保有機構、国・
地方自治体の関連する制度の見直し、調整が必要となる。また、社会全体としては正の効果（社
会的余剰の増加）があるとしても、これまでより負担増となる道路利用者が生まれることを考
慮した、激変緩和措置、補償措置などについても検討が必要と思われる。 
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